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収支改善対策（歳出抑制や県税増収など）により、目標とする財源調整用
基⾦残⾼（平成30年度末残⾼︓135億円）を確保できることとなりました。

1

収支改善対策 目標 実績

歳出抑制 投資的経費の抑制 １４５億円 １５６億円

増収 県有地売却、税徴収増 など １５億円 ２９億円
※H27〜29実績

財政的工夫 退職⼿当基⾦の活用（取崩） ４０億円 ４０億円

目標 実績

平成30年度末 １３５億円 １６０億円

〔財源調整⽤基⾦残⾼〕

１．佐賀県⾏財政運営計画2015の実績

２．本県の主な財政指標（平成29年度決算）

区分 定義 本県 全国
平均

全国
順位

経常収支⽐率 財政構造の弾⼒性を測定する
⽐率 93.3％ 94.2% 10位

実質公債費⽐率
⼀般会計等が負担する元利
償還⾦等の標準財政規模に
対する⽐率
※早期健全化基準 25%

9.6% 11.4% 6位

将来負担⽐率

公営企業、出資法人等を含
めた⼀般会計等が将来負担
すべき実質的負債の標準財
政規模に対する⽐率
※早期健全化基準 400%

112.2% 173.1% 4位



Copyright © 2015 Saga Prefecture. All Rights Reserved.
Copyright © 2019 Saga Prefecture. All Rights Reserved.2

３．県政を取り巻く環境と新たな計画の必要性

人口減少、少子⾼齢化、グローバル化の進展、第４次産業革命の到来など大
きな変革期を迎えています。また、成⻑する東アジアとの連携・交流が深まる時代が
到来しつつある中、大陸に近く、福岡都市圏に隣接する地の利を有するなど、地理
的優位性を活かしていくことが、県勢を浮揚させていく重要なポイントになっていきま
す。

本県においては、「総合計画2015」に基づき、「子育てし大県“さが”プロジェクト」
をはじめとする様々な施策に取り組んだ結果、子育て世代を中心とした県外からの
移住者及び外国人住⺠数・宿泊者数が年々増加し、九州佐賀国際空港の利用
者数は毎年度、過去最⾼を更新するなど、国内外からの人の流れが定着するとと
もに、世界をターゲットにできる環境が整いつつあります。

また、肥前さが幕末維新博覧会により、佐賀に対する県⺠の誇りが醸成され、
本県が未来に向けて飛躍できる基盤が形成されてきています。こうしたことを土台
として、全国⾼等学校総合文化祭の本県開催、ラグビーワールドカップ、東京オリン
ピック・パラリンピック、九州新幹線⻄九州ルートの開業、国⺠スポーツ大会・全国
障害者スポーツ大会の本県開催などを県勢発展の絶好の機会として最大限に活
かさなければなりません。

こうした佐賀の発展に重要な分岐点となる時代を迎え、「人を大切に、世界に誇
れる佐賀づくり」を目指し、時代に即した様々な施策を時機を逃さず実施していくた
めには、県政運営の土台となる⾏財政運営を効果的・弾⼒的なものとするとともに
内容を更に充実することが必要です。
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安定的かつ弾⼒的な財政運営

今後の４年間の収支試算を⾏った結果、令和４年度末(2023年３⽉末)の基⾦
残⾼は130億円程度となる⾒込みであり、この期間における財政運営に目処は⽴って
いますが、この前提となる収支改善対策にしっかりと取り組む必要があることから、県税
収⼊をはじめとする歳⼊確保対策を強化し、徹底的に歳出を⾒直します。

また、本県の⾃主財源⽐率は４割程度に留まっていることから、中⻑期的な視点で
財政の安定性の確保を目指します。

あわせて、財政の健全化に配慮しながら、本県が未来に向けて飛躍し、時機を逃さ
ず様々な施策を実⾏していくために、弾⼒的な財政運営に取り組みます。

限られた経営資源（人員・財源）の中で、社会経済情勢の変化や多様化・⾼
度化する県⺠ニーズ、危機事象等に適切に対応し、より⽔準の⾼い⾏政サービスを
提供していくため、人材の確保・育成及び業務改革・業務改善の推進を図るとともに、
時代に対応した組織づくりを進めることで、効率的かつ効果的な⾏政運営に取り組み
ます。

１ 人材の確保・育成

２ 業務改革・業務改善の推進

３ 時代に対応した組織づくり

効率的かつ効果的な⾏政運営 安定的かつ弾⼒的な財政運営

１ 歳⼊確保対策の強化

（１）財源の獲得

（２）⾃主財源の確保

２ 徹底した歳出の⾒直し

３ 持続可能で柔軟な財政構造の確⽴

効率的かつ効果的な⾏政運営

４．⾏財政運営の基本的な考え⽅

５．計画の柱

「現場」 「ミッション」 「プロセス」をキーワードとして、現場を第⼀に考え、政策本来の
目的を⾒失わず、政策決定のプロセスを大切にする県政を推進します。
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効率的かつ効果的な⾏政運営

３ 時代に対応した組織づくり

２ 業務改革・業務改善の推進

１ 人材の確保・育成

① 多様で能⼒の⾼い人材の確保
② キャリア開発
③ 能⼒開発の推進
④ 人事評価の人材育成への活用

① AI、RPA等のICT利活用の推進
② 多様な主体による施策の推進
③ 施策間連携の強化及び組織横断的な事業の推進
④ オープンデータの推進

① 機動的な組織体制の整備
② 効率的で質の⾼い働き⽅の実現
③ 内部統制制度の整備・推進

６－１．取組項目（⾏政運営）
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⾏政運営１ 人材の確保・育成

① 多様で能⼒の⾼い人材の確保
佐賀県庁で働く魅⼒を効果的に発信し、志望者の増加を図るとともに、多様な人材が

応募しやすい採用⽅法、的確な選考等の実施により、佐賀県庁を担う多様で能⼒の
⾼い人材の確保に取り組みます。

具体的取組
・ 情報発信、説明会等、効果的なリクルート活動の実施
・ 採用⽅法の工夫、的確な試験・選考の実施
・ 試験合格者に対する⼊庁までのサポート

具体的取組
・ 情報発信、説明会等、効果的なリクルート活動の実施
・ 採用⽅法の工夫、的確な試験・選考の実施
・ 試験合格者に対する⼊庁までのサポート

② キャリア開発
職員の能⼒開発及び能⼒発揮に資するキャリア開発を⾏います。また、職員の意思や

強み、ライフイベントをキャリアへ反映し、その活躍を支援します。

具体的取組
・ 職員のキャリア開発に関する事項の明確化
・ 職員が⾃らのキャリアについて意思表示できる仕組みの構築
・ 職員のキャリア形成（キャリア形成の支援、⼥性の管理職登用の推進）

具体的取組
・ 職員のキャリア開発に関する事項の明確化
・ 職員が⾃らのキャリアについて意思表示できる仕組みの構築
・ 職員のキャリア形成（キャリア形成の支援、⼥性の管理職登用の推進）

③ 能⼒開発の推進
職員の⾃発的・主体的な能⼒開発の意識の醸成、効果的かつ早期の育成及び多様

な活躍に資する能⼒開発を⾏います。

④ 人事評価の人材育成への活⽤
公平・公正な人事評価（業績評価及び能⼒評価）を推進し、人材育成へ活用して

いきます。

具体的取組
・ ⾃らの能⼒の向上等のきっかけづくり
・ 効果的かつ早期の育成に資する研修の推進
・ 多様な人材の多様な活躍に資する研修の推進

具体的取組
・ ⾃らの能⼒の向上等のきっかけづくり
・ 効果的かつ早期の育成に資する研修の推進
・ 多様な人材の多様な活躍に資する研修の推進

具体的取組
・ 標準職務遂⾏能⼒の設定（改定）
・ 人事評価の公平性・公正性を⾼める制度運営
・ キャリア開発及び能⼒開発への人事評価の活用の推進

具体的取組
・ 標準職務遂⾏能⼒の設定（改定）
・ 人事評価の公平性・公正性を⾼める制度運営
・ キャリア開発及び能⼒開発への人事評価の活用の推進
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⾏政運営２ 業務改革・業務改善の推進

具体的取組
・ 庁内業務におけるAI、RPA等のICT利活用の推進
・ テレワークの推進
・ マイナンバーのより⼀層の有効活用

具体的取組
・ 庁内業務におけるAI、RPA等のICT利活用の推進
・ テレワークの推進
・ マイナンバーのより⼀層の有効活用

① AI、RPA等のICT利活⽤の推進
限られた経営資源（人員・財源）の中で、職員⼀人⼀人がコスト意識を持ち、業務の

改善に取り組むとともに、ICTの利活用によるワークスタイルの変革や事務処理の効率化、
簡素化・⾼度化等をより⼀層推進することで、県⺠サービスの向上を図ります。

② 多様な主体による施策の推進
公共サービスの質の向上に向け、⾏政のみが公共サービスを担うのではなく、県⺠、

CSO、企業、⾏政等の多様な主体による施策の推進を図ります。

具体的取組
・ CSO提案型協働創出事業の実施
・ 県外で活躍するCSOの誘致
・ 企業との包括連携協定の推進

具体的取組
・ CSO提案型協働創出事業の実施
・ 県外で活躍するCSOの誘致
・ 企業との包括連携協定の推進

③ 施策間連携の強化及び組織横断的な事業の推進
多様化する⾏政課題に対応し、より効果的な施策を展開するため、職員⼀人⼀人

が所属の枠を超えた“横串”の視点での施策構築を図るとともに、組織横断的な課題に
適切かつ迅速に対応するため、対策本部等の積極的な活用を図ります。

具体的取組
・ 組織横断的な対策本部や推進本部、プロジェクトチーム等の創設
・ 対策本部等による施策の検討、実施

具体的取組
・ 組織横断的な対策本部や推進本部、プロジェクトチーム等の創設
・ 対策本部等による施策の検討、実施

具体的取組
・佐賀県オープンデータカタログサイトにおけるデータセット数の充実
・市町に対するオープンデータ推進の啓発

具体的取組
・佐賀県オープンデータカタログサイトにおけるデータセット数の充実
・市町に対するオープンデータ推進の啓発

④ オープンデータの推進
県が保有するデータで公開可能なものについては、機械的・⾃動的にデータを再利用

（加工、編集等）できる形式で公開を進めるとともに、営利・非営利を問わず、第三者
が当該データを⾃由に編集・利用できるようにするなど、利用者（県⺠、観光客、事業
者等）が社会経済活動においてデータを利活用しやすい環境を整備します。
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⾏政運営３ 時代に対応した組織づくり

① 機動的な組織体制の整備
社会経済情勢の変化や多様化・⾼度化する県⺠ニーズ、危機事象等に適切に対

応するため、限られた経営資源（人員）を適切に管理するとともに、⾼い県⺠満⾜度
を達成できる機動的な組織体制を構築していきます。

具体的取組
・ 組織体制の不断の⾒直し
具体的取組
・ 組織体制の不断の⾒直し

② 効率的で質の⾼い働き⽅の実現
「意識」を変え、「仕事の仕⽅」を変えることで、仕事の効率性、⽣産性を⾼め、

職員⼀人⼀人が意欲的に仕事に取り組める職場環境を実現します。

具体的取組
・ 時間外勤務の上限設定等による総労働時間の縮減
・ 職員がより働きやすい職場環境の実現の観点による勤務形態や組織体制

の⾒直し
・ 年次休暇の取得促進等による職員のワーク・ライフ・バランス推進及び健康

の保持・増進
・ 庁内業務におけるAI、RPA等のICT利活用の推進（再掲）
・ 組織横断的な対策本部や推進本部、プロジェクトチーム等の創設（再掲）

具体的取組
・ 時間外勤務の上限設定等による総労働時間の縮減
・ 職員がより働きやすい職場環境の実現の観点による勤務形態や組織体制

の⾒直し
・ 年次休暇の取得促進等による職員のワーク・ライフ・バランス推進及び健康

の保持・増進
・ 庁内業務におけるAI、RPA等のICT利活用の推進（再掲）
・ 組織横断的な対策本部や推進本部、プロジェクトチーム等の創設（再掲）

③ 内部統制制度の整備・推進
人口減少社会において⾏政サービスを安定的、持続的、効率的かつ効果的に提供し

ていくため、内部統制制度を整備し、組織として、予めリスクがあることを前提として、
法令等の遵守はもとより、適正な業務執⾏を⾏います。

具体的取組
・ 内部統制に関する⽅針の策定
・ 内部統制体制の整備

具体的取組
・ 内部統制に関する⽅針の策定
・ 内部統制体制の整備
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６－２．取組項目（財政運営）

安定的かつ弾⼒的な財政運営

（１）財源の獲得
① 国の交付⾦、補助⾦の活用
② ⺠間企業等の助成⾦の活用
③ 新たな補助制度などの国への積極的な提案
（２）自主財源の確保
① 税源の涵養
② 増収対策及び未収対策の推進
③ 県有財産の活用
④ 受益者負担の適正化

① スクラップアンドビルドによる施策の活性化
② 施策の評価、改善
③ 協議会や第三セクターへの補助⾦・負担⾦の検証
④ PPP／PFI⼿法の活用
⑤ 健康づくりの推進等による社会保障関係経費の適正化
⑥ 歳出不用額の縮減

① 財政健全化に配慮した財政運営
② 基⾦残⾼の確保及び戦略的な基⾦活用
③ 効果的な資⾦運用
④ 社会資本整備の計画的推進
⑤ 県有施設のファシリティマネジメントの推進
⑥ 公債費負担の平準化
⑦ 総人件費の適切な管理
⑧ 収支⾒通しのローリング及び計画の⾒直し
➈ 財務諸表４表の作成・公表及び活用

１ 歳入確保対策の強化

２ 徹底した歳出の⾒直し

３ 持続可能で柔軟な財政構造の確⽴
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財政運営１ 歳入確保対策の強化（１）財源の獲得

具体的取組
・ 制度の創設や改正の情報収集、活用可能な事業の精査
・ 地⽅創⽣推進交付⾦及び国の補正予算の積極的な活用

具体的取組
・ 制度の創設や改正の情報収集、活用可能な事業の精査
・ 地⽅創⽣推進交付⾦及び国の補正予算の積極的な活用

具体的取組
・ 各種助成制度の情報収集、活用可能な事業の精査
・ 庁内、市町、CSOなどへの公募情報、申請状況等の定期的な情報提供

具体的取組
・ 各種助成制度の情報収集、活用可能な事業の精査
・ 庁内、市町、CSOなどへの公募情報、申請状況等の定期的な情報提供

① 国の交付⾦、補助⾦の活⽤
職員⼀人⼀人が歳⼊への意識を⾼め、財源措置について幅広く情報を収集した上で

施策を構築し、新たな財源の獲得につなげるなど、国の交付⾦や補助⾦を最大限に活用
します。

② ⺠間企業等の助成⾦の活⽤
県事業はもとより、市町やCSOなど⺠間団体における事業について、⺠間企業・団体

の各種助成⾦などの外部資⾦を積極的に活用します。

③ 新たな補助制度などの国への積極的な提案
あらゆる機会を捉え、国に対し、現場の実情、ニーズに即した補助制度の創設や

弾⼒的運用などを具体的に提案します。

具体的取組
・ 国の予算編成や制度検討などのタイミングを捉えた効果的な政策提案の実施
・ 全国知事会、九州地⽅知事会、関係⾃治体等と連携した提案の実施

具体的取組
・ 国の予算編成や制度検討などのタイミングを捉えた効果的な政策提案の実施
・ 全国知事会、九州地⽅知事会、関係⾃治体等と連携した提案の実施

指標

指標名 H29実績 目標

地⽅創⽣推進交付⾦の採択額 約3億円 各年度4億円

⺠間企業等助成⾦の採択額 約1.5億円 各年度2億円
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財政運営１ 歳入確保対策の強化（２）自主財源の確保

具体的取組
・ 市町と連携した企業誘致活動の推進
・ 移住希望者への情報発信、相談対応体制の構築
・ 外国人観光客の誘致及び受⼊体制整備の推進
・ ⾼校⽣の県内就職の促進
・ 税収増につながる施策、税制度の研究・分析

具体的取組
・ 市町と連携した企業誘致活動の推進
・ 移住希望者への情報発信、相談対応体制の構築
・ 外国人観光客の誘致及び受⼊体制整備の推進
・ ⾼校⽣の県内就職の促進
・ 税収増につながる施策、税制度の研究・分析

① 税源の涵養
企業誘致、移住促進、インバウンド対策及び人口流出対策に積極的に取り組むとともに、

税収増につながる施策を幅広く研究・分析し、分析結果に基づく取組を推進します。

② 増収対策及び未収対策の推進
ふるさと納税について、より寄附者の共感を得られるよう工夫し、寄附者の裾野の拡大

を図るとともに、クラウドファンディングを活用することで財源の確保に取り組みます。
また、個人県⺠税をはじめとする県税の徴収対策を推進し、県税未収額の縮減を図る

とともに、税外未収債権について、回収の取組を強化します。

具体的取組
・ ふるさと納税、クラウドファンディングの活用
（効果的な寄附募集、訴求⼒のある使途メニューの充実）
・ 県税未収額の縮減（個人県⺠税の徴収に特化した部門を組織化、市町との

共同徴収を実施、適正課税のための税務調査や課税客体捕捉調査）
・ 税外未収債権の回収（適正管理及び支払督促による徴収強化）

具体的取組
・ ふるさと納税、クラウドファンディングの活用
（効果的な寄附募集、訴求⼒のある使途メニューの充実）
・ 県税未収額の縮減（個人県⺠税の徴収に特化した部門を組織化、市町との

共同徴収を実施、適正課税のための税務調査や課税客体捕捉調査）
・ 税外未収債権の回収（適正管理及び支払督促による徴収強化）

③ 県有財産の活⽤
未利用財産の有効活用を検討した上で、活用計画のない財産の積極的な売却・貸付

を進めるとともに、現在利用中の財産を用いて、有料広告等による収⼊を確保します。
また、財源の確保につながる県有財産を活用した施策を幅広く研究・分析し、分析

結果に基づく取組を推進します。
加えて、知的財産の創造を図り、知的財産権を活用した財源の確保につながる取組を

調査・研究します。

具体的取組
・ 未利用財産の積極的な売却及び貸付
・ 有料広告掲載数の増加に向けた取組の推進
・ 社会経済情勢に応じた⾏政財産使用料及び普通財産貸付料の適切な⾒直し
・ 著作権・商標権・特許権などを活用した取組の調査・研究

具体的取組
・ 未利用財産の積極的な売却及び貸付
・ 有料広告掲載数の増加に向けた取組の推進
・ 社会経済情勢に応じた⾏政財産使用料及び普通財産貸付料の適切な⾒直し
・ 著作権・商標権・特許権などを活用した取組の調査・研究
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具体的取組
・ 社会経済情勢に応じた使用料及び⼿数料の適切な⾒直し
・ イベント参加料など⾏政サービスに対する受益者負担の適正化
・ 刊⾏物やグッズなどの有償頒布

具体的取組
・ 社会経済情勢に応じた使用料及び⼿数料の適切な⾒直し
・ イベント参加料など⾏政サービスに対する受益者負担の適正化
・ 刊⾏物やグッズなどの有償頒布

④ 受益者負担の適正化
業務に必要な経費を精査し、⾏政サービスに対する受益に応じた負担の適正化を

図ります。

指標

指標名 H29実績 目標

ふるさと納税寄附額 約6.7億円 各年度7億円

県税の未収額縮減
※ 個人県⺠税等未収額の縮減、

適正課税の実施による増収
約1.1億円 3億円

（計画期間中の合計）

未利用財産の売却・貸付
有料広告等の収⼊ 約1.6億円 4億円

（計画期間中の合計）

財政運営１ 歳入確保対策の強化（２）自主財源の確保
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財政運営２ 徹底した歳出の⾒直し

① スクラップアンドビルドによる施策の活性化
既存の事業の必要性や効果を客観的なデータ等に基づき検証した上で、先⼊観を持

つことなく、不断の⾒直しを⾏い、施策効果やニーズが低下した事業は廃⽌します。
その上で、社会経済情勢の変化に伴う新たな課題への対応や更なる県勢発展のため

に真に必要な施策への転換を図ります。

② 施策の評価、改善
データ分析に基づく効果的な施策の⽴案を推進するとともに、県⺠への説明責任を

果たすため、施策の成果を評価し、現状・課題を明らかにした上で、より効果的なものに
改善します。

具体的取組
・ スクラップアンドビルドの徹底、真に必要な施策への財源の重点的配分
※平成31年度当初予算編成にあたって政策推進費（県⺠の安全安心に資する

ものや弱者対策などを除く）を５％圧縮し、新規施策の財源として活用

具体的取組
・ スクラップアンドビルドの徹底、真に必要な施策への財源の重点的配分
※平成31年度当初予算編成にあたって政策推進費（県⺠の安全安心に資する

ものや弱者対策などを除く）を５％圧縮し、新規施策の財源として活用

具体的取組
・ 統計データの利活用に関する研修の実施及びデータ分析の実践
・ 政策評価の実施及び評価結果に基づく施策・事業等の改善

具体的取組
・ 統計データの利活用に関する研修の実施及びデータ分析の実践
・ 政策評価の実施及び評価結果に基づく施策・事業等の改善

③ 協議会や第三セクターへの補助⾦・負担⾦の検証
協議会や第三セクターの財政状況を踏まえ、事業の費用対効果や補助⾦・負担⾦の

執⾏状況を精査・検証します。

④ PPP／PFI手法の活⽤
新たな事業機会の創出や⺠間投資の喚起を図るとともに、効率的かつ効果的な公共

施設の整備等を進めるため、⺠間資⾦・ノウハウの活用に取り組みます。

具体的取組
・ 協議会や第三セクターに対する県負担のあり⽅を精査
具体的取組
・ 協議会や第三セクターに対する県負担のあり⽅を精査

具体的取組
・ PPP／PFI⼿法導⼊の優先的検討
具体的取組
・ PPP／PFI⼿法導⼊の優先的検討
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財政運営２ 徹底した歳出の⾒直し

具体的取組
・ ⽣活習慣病の発症、重症化予防対策(運動・身体活動の定着)
・ 意欲ある元気な⾼齢者の社会参加活動支援
・ 重複服薬等対策の推進、後発医薬品の使用促進

具体的取組
・ ⽣活習慣病の発症、重症化予防対策(運動・身体活動の定着)
・ 意欲ある元気な⾼齢者の社会参加活動支援
・ 重複服薬等対策の推進、後発医薬品の使用促進

⑤ 健康づくりの推進等による社会保障関係経費の適正化
県⺠の健康寿命の延伸を図り、医療費や介護給付費など毎年度増加している社会保

障関係経費の適正化を図ります。

⑥ 歳出不⽤額の縮減
決算における歳出不用額を縮減するため、予算編成の精度を⾼め、執⾏管理を徹底

します。

具体的取組
・ 多額の不用額が⽣じている事業の抽出、要因分析
・ 分析結果を予算編成に反映

具体的取組
・ 多額の不用額が⽣じている事業の抽出、要因分析
・ 分析結果を予算編成に反映

指標

指標名 H29実績 目標

事業の廃⽌・⾒直し額 約3.6億円 各年度4億円

歳出不用額 約39.9億円 各年度30億円以下
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財政運営３ 持続可能で柔軟な財政構造の確⽴

①財政健全化に配慮した財政運営
実質公債費⽐率、将来負担⽐率などの「健全化判断⽐率」については、全国平均と

⽐べ良好な⽔準で推移しており、引き続き、地⽅交付税措置のある有利な地⽅債を活用
するなど、財政健全化に配慮しながら、財政運営に取り組みます。

②基⾦残⾼の確保及び戦略的な基⾦活⽤
収支改善の取組を進め、令和４年度末（2023年３⽉末）の財源調整用基⾦の

残⾼は約130億円（標準財政規模の５％程度）を確保します。
また、特定目的基⾦の規模の適正化を図り、戦略的に活用していきます。

具体的取組
・ 土地開発基⾦、大規模施設整備基⾦、地域づくり基⾦などの有効活用
具体的取組
・ 土地開発基⾦、大規模施設整備基⾦、地域づくり基⾦などの有効活用

具体的取組
・ 基⾦等の⻑期収支計画を把握
・ 資⾦運用⼿法の多様化に向けた検討

具体的取組
・ 基⾦等の⻑期収支計画を把握
・ 資⾦運用⼿法の多様化に向けた検討

③効果的な資⾦運⽤
基⾦や特別会計について、設置目的や活用計画を踏まえ、⻑期的な運用が可能な

ものについては、安全な債券運用及び複数基⾦による⼀括運用などを検討し、利息
収⼊の増加を図ります。

④社会資本整備の計画的推進
県勢の発展に不可⽋な大型事業に取り組むとともに、継続的に実施する通常事業を

確保し、地域経済や県⺠⽣活に与える影響に配慮しつつ、必要な社会資本整備を
計画的に推進します。

具体的取組
・ 大型事業のタイムリーな実施
・ 通常事業の着実な実施

具体的取組
・ 大型事業のタイムリーな実施
・ 通常事業の着実な実施
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財政運営３ 持続可能で柔軟な財政構造の確⽴

具体的取組
・ ファシリティマネジメント基本⽅針に基づく県有施設の計画的管理
・ 個別施設計画を踏まえた計画的な予算編成、執⾏

具体的取組
・ ファシリティマネジメント基本⽅針に基づく県有施設の計画的管理
・ 個別施設計画を踏まえた計画的な予算編成、執⾏

⑤県有施設のファシリティマネジメントの推進
質の⾼い⾏政サービスを将来にわたり持続的に提供していくため、県有施設について、

経営的な視点を重視するファシリティマネジメントにより施設ごとに個別施設計画を策定し、
必要な対策を適切な時期に実施することで、計画的かつ効率的に管理・運営していきます。

⑥公債費負担の平準化
将来の県債残⾼に留意しながら、大型事業の実施に伴い、償還期間が20年以上の

超⻑期年限債を発⾏し、公債費負担の平準化を図ります。

具体的取組
・ 大型事業に伴う30年債発⾏
具体的取組
・ 大型事業に伴う30年債発⾏

⑦総人件費の適切な管理
効率的かつ機動的な人員配置により、限られた経営資源の効果的な活用を図ります。
また、職員給与等について、国や他の⾃治体の状況、社会情勢の変化も踏まえ、適切

な⾒直しを⾏います。

具体的取組
・ 職員定数の適切な管理
・ 給与勧告を踏まえた適切な対応

具体的取組
・ 職員定数の適切な管理
・ 給与勧告を踏まえた適切な対応

⑧収⽀⾒通しのローリング及び計画の⾒直し
地⽅交付税や県税収⼊等の変動による収支⾒通しと実態との乖離に対応するため、

収支⾒通しを毎年度ローリングし、翌年度以降の財政運営について検討した上で、
必要に応じて柔軟に計画の⾒直しを⾏います。

具体的取組
・ 定期的な収支⾒通しのローリング
・ ローリング結果（実質公債費⽐率、将来負担⽐率の推計を含む）の公表

具体的取組
・ 定期的な収支⾒通しのローリング
・ ローリング結果（実質公債費⽐率、将来負担⽐率の推計を含む）の公表

15
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財政運営３ 持続可能で柔軟な財政構造の確⽴

具体的取組
・ 統⼀的な基準による財務諸表の作成、公表
・ 活用⽅法の研究

具体的取組
・ 統⼀的な基準による財務諸表の作成、公表
・ 活用⽅法の研究

➈財務諸表４表の作成・公表及び活⽤
統⼀的な基準による財務諸表を作成し、県⺠にわかりやすく公表することで財政の

透明性を確保し、予算編成等への活用⽅法を研究します。

指標

指標名 目標

財源調整用基⾦残⾼
約130億円

※標準財政規模の５%程度
※Ｒ４年度末（2023年3⽉末）

16
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【参考】 県財政の収⽀⾒通し（Ｒ２.９月試算）

予算規模の推移

収⽀試算の前提
項目 内容

歳
出

人件費 〇会計年度任用職員の導⼊等による影響を反映

社会保障関係経費 〇毎年度約15億円ずつ増加

公共投資 〇臨時・大型事業の⾒込みを反映

国⺠スポーツ大会・全国
障害者スポーツ大会 〇令和３年度まで毎年度10億円積⽴て

歳
入

普通交付税 〇令和２年度普通交付税の決定額を反映

財源対策 〇県有地売却、ふるさと納税、国交付⾦、⺠間資⾦等の獲得、基⾦の
有効活用

（単位︓億円）

※地⽅消費税率引上げの影響、補正予算所要額︓歳⼊・歳出とも反映

区分 Ｒ元（最終予算） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４
公債費 598 596 605 610
人件費 1,258 1,284 1,273 1,272

うち退職⼿当 108 113 109 110
社会保障関係経費 618 641 656 671

うち扶助費 269 284 289 295
投資的経費 963 1,124 1,187 985

うち災害復旧 79 76 6 6
その他 1,089 1,197 1,226 1,231
経済対策等 221 1,380 ー ー

（歳出計） 4,747 6,222 4,947 4,769
⼀般財源 2,798 2,855 2,839 2,831

うち県税 894 856 830 827
うち地⽅消費税清算⾦ 290 358 374 370
うち地⽅交付税 1,452 1,482 1,483 1,483

県債 667 810 870 724
うち臨時財政対策債 147 135 185 195

国庫支出⾦、繰⼊⾦等の特定財源 1,282 2,557 1,238 1,214
うち財源調整用基⾦ 5 46 89 82
うち大規模施設整備基⾦ 0 5 21 14
うち土地開発基⾦ 20 43 30 27
うち経済対策等 133 1,350 ー ー

（歳入計） 4,747 6,222 4,947 4,769

Ｒ２.２月試算からの主な増減
新型コロナウイルス感染症による税収への影響⾒込みを反映したことに伴う
歳出（その他）︓地⽅消費税清算⾦支出、地⽅消費税市町交付⾦の減
歳⼊（県債） ︓減収補塡債、臨時財政対策債の増
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【参考】 県財政の収⽀⾒通し（Ｒ２.９月試算）

収⽀不⾜額、財源調整⽤基⾦残⾼の推移

収⽀改善対策

Ｒ元
（最終予算） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

収支不⾜額 22 8 △4８ △41

財源調整用基⾦残⾼ 182 190 142 101

（単位︓億円）

収⽀改善対策 ⾦額

増収・
未収対策

〇県有財産の活用
〇県税の未収額縮減
〇ふるさと納税の活用
〇⺠間企業等の助成⾦の活用

１３億円程度

財政的工夫
土地開発基⾦の活用 １２０億円程度

大規模施設整備基⾦の活用 ４０億円程度

計 １７３億円程度

財政指標の推計（Ｒ４年度）

区分 定義 推計 全国平均
(H30決算)

全国
順位

将来負担
⽐率

公営企業、出資法人等を含め
た⼀般会計等が将来負担すべ
き実質的負債の標準財政規
模に対する⽐率
※早期健全化基準 400%

15５%程度 173.6% 10位程度

※全国順位はH30決算をもとに順位付け
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【参考】 ⽤語解説

掲載
ページ ⽤語 解説

１ 財源調整用
基⾦残⾼

財政調整積⽴⾦並びに公債管理基⾦及び大規模施
設整備基⾦のうち使途を特定して積み⽴てたもの以外
の合計額

4・6 AI 「Artificial lntelligence」の略で、人工知能のこと

4・6 RPA 「Robotic Process Automation」の略で、定型的な
事務作業を⾃動化するテクノロジーのこと

8・12 PPP
「Public Private Partnership」の略で、公共サービス
の提供において何らかの形で⺠間が参画する⼿法を幅
広くとらえた概念のこと

8・12 PFI
「Private Finance Initiative」の略で、公共施設等
の建設、維持管理、運営等を⺠間の資⾦、経営能⼒
及び技術的能⼒を活用して⾏う⼿法のこと


